
中川地区の人口（前月比）

男     ９５９人（－２）

女 1,０４５人（－１）

計 2,００４人（－３）

世帯 ９６６世帯（±０）

令和６年１２月末現在

西条市ホームページより「中川公民館だより」と検索するとカラー版がご覧になれます

公民館だより 令和７年２月号（第５０４号）

なかがわ
〒791-0532

西条市丹原町石経８４７番地１

TEL/FAX ：(0898)73-2200

E-mail：nakagawa-k@saijo-city.jp

防犯パトロール

中川スポーツ少年団

日 時：１２月１４日(土)
場 所：重信川河川敷ソフトボール広場

日 時：１２月１５日(日)
場 所：小松中央公園多目的広場

第５回クリスマス杯
ジュニアソフトボール大会

令和６年度西条市
スポーツ少年団さよなら大会

６年生のみなさん、おつかれさまでした！

優勝!! 準優勝!

しめ縄づくり

１２月６日(金)西条地区防犯協会中川支部によ
る「防犯パトロール」を実施しました。
ローソン西条丹原店を訪問し、防犯対策や振り
込め詐欺防止のチラシを配り、啓発活動を行い
ました。

１２月２３日(月)、中川小学校で５,６年生を対象
にしめ縄づくりを行いました。
石経、志川自治会の方に協力していただきながら、
みんな一生懸命しめ縄作りに取り組みました。

【令和６年度の申請受付終了】家具などの固定器具の購入補助金

１２月号の公民館だより等でご案内させていただいていました、家具などの固定器具の購入補助
金は、好評により、令和６年度の申請受付は終了しました。
なお、令和７年度においても、引き続き当補助制度実施の予算を要求する予定としていますので、
令和６年１１月１日以降に購入した補助対象物品の領収書（レシート等）は大切に保管しておいて
ください。 【問い合わせ】西条市役所 危機管理課 0897-52-1283



令和６年度 西条市文化協会

丹原支部文化交流会

 日 時：令和７年３月９日（日）

13時～15時30分

 会 場：丹原公民館

 内 容：芸能発表・美術展示・お茶席

（お菓子無くなり次第終了）

 問合せ先：西条市文化協会丹原支部事務局

0897-52-1628

劈巌透水路見学会 参加者募集！

西条市指定文化財である劈巌透水路。
歴史的な背景から、郷土「中川」を学びます。
野外活動ですので、温かくしてご参加ください。

【集合場所】 ふれあい桜公園駐車場
【集合時間】 ９時４５分

と き： 令和７年２月６日(木) 10時～11時

ところ： 劈巌透水路現地（丹原町来見）

講 師： 今井 義親氏

定 員： １０名程度

締切日： ２月４日(火)

※当日は動きやすい服装

飲み物は各自持参をお願いします。

・３食きちんと食べる

・野菜類から食べる

・食後３０分以降でウォーキングなど軽く体を動かす

▽よくある症状▽

食後の強い眠気・だるさ・頭痛

保健センター便り 0897-52-1215

血糖値スパイクに注意！

＼隠れ糖尿病かも！？／

健康診断で測定する空腹時血糖値に異常がなくても、心がけるとよいこと◎

血糖値の急上昇を抑えることで、

血管へのダメージ（動脈硬化のリスク）を

防ぐことにつながります。

血糖値スパイクとは…？

→→空腹時の血糖値は正常なのに、食後に血糖値が急上昇し、その後急降下する現

原木に菌を打ち込んで、しいたけを栽培してみません
か。管理方法などを教えてくれます。

◎ と き ２月２２日（土）１３：３０～
◎ ところ 旧鞍瀬小学校運動場

※雨天時 旧鞍瀬小学校体育館
◎ 講 師 佐伯光男 氏
◎ 参加費 ２,０００円（１組３本予定）

※当日集金します。
◎ 対象者 西条市住民
◎ 定 員 ３５名 先着順（原則１人１組）
◎ 申込期間 ２月３日（月）～２月１４日（金）
９：００～１７：００ ※土日祝日を除きます。

◎ 申込先 桜樹公民館 ℡0898-73-2505
＊都合により変更になることがあります。

しいたけ栽培講習会

日 時：令和７年２月２３日（日）9時～12時
9時～受付
9時半～11時 講演会
11時～ 防災用品の展示および体験

保存食の試食
会 場：丹原西中学校 体育館
講 師：愛媛大学 防災情報研究センター

二神 透 准教授

中川地区防災訓練

誰でも参加できます。日頃の防災意識を高めるた
めにも、みなさまのご参加をお待ちしています。

～認知症について学びませんか～

〇日時：令和７年２月１８日（火）

午後１時30分～2時30分

〇場所：田野公民館 1階和室

〇定員：20名程度

〇講師：日野 志織 先生

〇お申込み：西条市地域包括支援センター丹原

電話：0898-35-3427

※認知症に対する正しい理解者が増えるこ
とで、安心して暮らせる地域につながってい
きます。
※受講後に「認知症受講証明（オレンジ
カード）」をお渡しします。

受 講 無 料



「令和５年度 人権意識を高めるための作品集」から人権作文を掲載します。

～毎月10日は人権を考える日～

人権けい発劇に参加して

今治東中等教育学校 １年 渡邉 くるみ

（令和５年度掲載時大町小学校６年）

私は、西条市の人権けい発劇に参加しました。きっかけは、西条市の合唱団でその劇のラストの歌を歌うこ

とになったからです。そこで、部落差別やハンセン病での差別を知りました。特に、部落差別では差別をな

くそうとする活動が逆に差別をひどくさせていたということ(※)注 が印象に残りました。

そして、自分も気が付かないうちに差別をしているかもしれないということにびっくりしました。差別の

ことは学校でたくさん学んだけれど、それはほんの一部で、世界にはもっとたくさんの人がいろんな差別で

苦しんでいることがわかりました。そして、そのほとんどの人がだれかに気付かれもせず、助けられもせず

たった一人で生きていかなければいけないと知って、とても驚きました。

劇を練習している人達はとても真剣で細かいところを何度も修正して、そのことが見ている人に正しく伝

わるようにしていました。大町小学校や他の学校の先生、中学校の生徒達もみんな役になりきって演技をし

ていて、こんな身近に差別をなくすために積極的に行動している人達がいることを改めて感じました。 ラ

ストの歌を作った人にも会いました。歌詞の中の「熱と光」は、この劇の一番大事な言葉で、オリンピック

の聖火のようにつなげていくという意味があり、なにか一つの事を一生けん命にやって周りを明るくすると

いう意味もあるそうです。私は歌詞の中で「だれもが住みよい町は今日も笑顔であふれている」というとこ

ろが好きです。なぜかというと時間はかかってもいつかは笑顔あふれる町を実現させたいという強い思いを

感じたからです。

今回の劇で私は、差別やいじめをなくして世界をだれもが住みよいところにするには三つの事をみんなが

できるようになればいいと考えました。一つ目は、「一人一人違ってもそれでいい。」と考えることです。

二つ目は、差別やいじめについて簡単なことでいいから一人でも多くの人に知ってもらうということです。

三つ目は、どんな言葉も相手を傷つけないか一たん考えてから言うということです。軽い気持ちで言った言

葉でも、何十年も相手の心に引っかかり、傷つけてしまうということがあると知ったからです。この三つの

ことをみんなが考えていけば、だれもが住みよい町が実現するのではないかと思います。

※の注釈 間違った解釈と理解をしないために

人権劇中の「差別をなくする活動」の場面は、明治時代終り頃から大正時代に行われた被差別部落外の人た
ちが行った「部落改善運動」や「融和運動」を指す。これらの活動は、差別の原因を被差別部落の人々の側
に求め、部落外の人々の「同情」と「理解」を求める活動であり、そのため部落外の人たちに対する差別を
逆に助長し、本来の差別解消には繋がらなかった。この活動は、いわゆる「部落解放運動」ではない。

「部落差別では差別をなくそうとする活動が逆に差別をひどくさせていたということが印象に残りました。」

西条市人権教育協議会 西条市人権擁護課



公民館休館日 １日、２日、８日、９日、１１日（建国記念の日） 、１５日、１６日、２２日、
２３日（天皇誕生日）、２４日（振替休日）

日 曜 時間 行 事 名

毎週
水曜日

乾電池収集日
(もえないゴミの日と同じ)

６ 木 10：00 劈巌透水路見学会

２０ 木 ガラスビン・ペットボトル等収集日

２３ 日 9：00 中川地区防災訓練

２５ 火 古紙収集日

◇市民サービスコーナー

取扱い日時：月曜日から金曜日 9:00～17:00（休館日を除く）

中川公民館で住民票の写しと印鑑登録証明書を受け取ることができます（即日発行）

２月の行事予定

移動図書館

カワセミ号 

２月１４日(金)

１３：５０～１４：２０
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人 権 標 語
【中川小学校】

やさしさで みんないつも いいえがお ２年 佐伯 玲人

勇気を出して 話しかけてみて その言葉が大切だよ ５年 越智 紅音

笑い合う たがいの心 あたたかい ６年 越智 美咲

【丹原西中学校】
それぞれの 個性を大事に 堂々と ２年 余吾 泰来

認め合う 一人一人の いい個性 ３年 越智 美晴

自分軸 しっかり築いて 多様な人生 ３年 黒川 結衣
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